
　淡嶋神社のひな流し（和歌山市）　

漁師町でひな祭りルーツ探訪
①

滞在中の魅力アップ策　②

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム

来
年
３
月
に
南
信
州
で

先進的取り組み募集
スポーツ文化観光で

観光庁などが審査、表彰

６
～
７
月
　
民
泊
の
宿
泊
実
績

前
期
比
８
％
増

万
人
泊

全
国
の
民
泊
届
け
出
住
宅
数

８
月
時
点
で
１
万

件

体
験
型
宿
泊
に
特
化

予
約
サ
イ
ト
を
刷
新

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

海
に
紙
吹
雪
が
ま
か
れ
、

神
の
国
へ
の
道
が
開
く

　
私
は「
奇
祭
ハ
ン
タ
ー
」と

し
て
毎
月
、日
本
全
国
へ
と

奇
祭
旅
を
行
っ
て
い
る
。今

回
の
旅
の
日
付
は
３
月
３

日
、ひ
な
祭
り
。目
的
地
は
和

歌
山
市
加
太
に
あ
る
淡
嶋
神

社
だ
。人
形
供
養
で
有
名
な

淡
嶋
神
社
で
は
３
月
３
日
、

ひ
な
祭
り
の
原
型
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
る「
ひ
な
流
し
」が

行
わ
れ
る
。全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ひ
な
人
形
た
ち
を
海

に
流
し
て
供
養
す
る
の
だ
。

　
最
寄
り
の
加
太
駅
に
到
着

す
る
と
、加
太
は
紀
淡
海
峡

に
面
す
る
漁
師
町
だ
っ
た
。

名
産
の
真
鯛

ま
だ
い

を
は
じ

め
、し
ら
す
丼
や
サ
ザ

エ
の
つ
ぼ
焼
き
な
ど
の

海
産
物
が
豊
富
で
、加

太
淡
嶋
温
泉
だ
っ
て
あ

る
風
情
あ
る
町
並
み

だ
。

　
駅
か
ら
淡
嶋
神
社
ま

で
徒
歩

分
。境
内
に

は
そ
の
数
２
万
体
と
も

い
わ
れ
る
人
形
が
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
て
い
た
。ひ
な
人

形
だ
け
で
は
な
い
。日
本
人

形
や
招
き
猫
、狸
の
信
楽
焼

き
だ
っ
て
あ
る
。中
に
は
髪

が
伸
び
る
人
形
も
安
置
さ
れ

て
い
る
と
い
う
噂
だ
が
、本

当
だ
ろ
う
か
。

　
境
内
で
待
つ
こ
と
約
１
時

間
。大
量
の
ひ
な
人
形
を
乗

せ
た
白
木
の
船
が
３
隻
、神

主
を
先
頭
に
こ
っ
ち
へ
や
っ

て
き
た
。白
木
の
舟
を
か
つ

ぐ
の
は
す
べ
て
女
性
。ひ
な

流
し
だ
か
ら
、当
然
か
。

　
大
量
の
ひ
な
人
形
は
境
内

を
出
て
、や
が
て
海
岸
を
の

ぞ
む
桟
橋
へ
と
運
び
込
ま
れ

た
。見
学
に
来
て
い
た
幼
稚

園
児
た
ち
の
う
ち
、女
の
子

だ
け
が
桟
橋
へ
と
降
り
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
。「
女
の
子
だ

け
ず
る
い
～
」。男
の
子
た
ち

か
ら
非
難
の
声
が
飛
ぶ
。「
ひ

な
祭
り
だ
か
ら
ね
～
」と
先

生
。

　
や
が
て
神
事
が
始
ま
り
、

神
主
さ
ん
が
色
と
り
ど
り
の

紙
吹
雪
を
宙
に
撒ま

い
た
。紙

吹
雪
に
は
、神
の
国
の
扉
を

開
く
意
味
が
あ
る
ら
し
い
。

偶
然
、風
向
き
が
良
く
、紙
吹

雪
は
私
が
立
っ
て
い
る
位
置

へ
と
飛
ん
で
き
た
。そ
こ
で

撮
れ
た
偶
然
の
一
枚
が
、掲

載
し
た
写
真
で
あ
る
。神
事

の
後
、ひ
な
人
形
は
無
事
、海

へ
、神
の
国
へ
と
旅
立
っ
て

い
っ
た
。わ
れ
わ
れ
一
同
は

厳
か
な
気
持
ち
で
そ
れ
を
見

送
っ
た
。（
奇
祭
ハ
ン
タ
ー
・

マ
ッ
ク
）

　
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
＝
日

本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専
門

会
社
。「
祭
り
で
日
本
を
盛
り

上
げ
る
」を
目
標
に
掲
げ
、祭

り
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、日
本
最

大
級
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
運
営
な
ど
、地
方
創

生
に
取
り
組
む
。

　
※
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
の

ラ
イ
タ
ー
が
全
国
の
魅
力
的

な
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

青木　康弘

〈〉

　
前
回
に
引
き
続
き
、
予
算
や

人
員
に
限
り
の
あ
る
中
小
旅
館

・
ホ
テ
ル
で
も
で
き
る
滞
在
中

サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
ア
ッ
プ
策
を

紹
介
し
よ
う
。
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
滞
在
中
の
満
足
度
は
、
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
後
や
夕
食
後
に
提
供

さ
れ
る
館
内
外
の
サ
ー
ビ
ス
で

一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
小
規
模
の
館
は
、
料
理
に

こ
だ
わ
り
を
も
つ
傾
向
に
あ
る

が
、
必
ず
し
も
食
材
原
価
に
比

例
し
て
夕
・
朝
食
の
顧
客
満
足

度
が
上
が
る
と
は
限
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
食
材
原
価
を
適
度
に

抑
制
し
て
、
滞
在
中
サ
ー
ビ
ス

や
客
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め

の
資
金
に
充
当
し
た
方
が
良
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
宿
泊
単
価
が
１
泊

２
食
で
１
人
３
万
円
、
食
材
原

価
が
９
千
円
の
館
を
想
定
し
て

み
よ
う
。
売
り
上
げ
に
対
す
る

食
材
原
価
は

％
に
及
び
、
人

件
費
や
諸
経
費
を
控
除
す
る
と

利
益
を
残
す
こ
と
は
難
し
い
。

業
界
の
相
場
を
考
え
る
と
、
メ

ニ
ュ
ー
を
根
本
的
に
見
直
し
て

６
千
円
程
度
に
抑
え
る
よ
う
料

理
長
へ
依
頼
す
る
の
が
望
ま
し

い
判
断
だ
が
、
リ
ピ
ー
ト
客
が

い
る
と
館
の
都
合
で
一
方
的
に

経
費
削
減
を
す
る
の
を
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

し
が
ち
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

お
客
さ
ま
へ
投
下
す
る
経
費
の

総
額
は
変
え
ず
に
、
よ
り
高
い

顧
客
満
足
が
期
待
で
き
る
施
策

が
取
り
組
み
し
や
す
い
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
料
理
原
価
を
１

人
３
千
円
削
減
す
る
代
わ
り
に

千
円
を
館
内
の
料
飲
サ
ー
ビ
ス

へ
、
千
円
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

へ
、
残
り
千
円
を
施
設
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
た
め
の
資
金
と
す
る

の
だ
。

　
料
飲
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た

め
に
１
人
千
円
の
予
算
が
あ
れ

ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
客
室
冷
蔵

庫
の
ド
リ
ン
ク
や
夜
食
な
ど
の

無
償
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
一
部
の
高
級
業
態
で
実
施

し
て
い
る
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
の
サ
ー
ビ
ス
に
近
い
も
の

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
の

た
め
に
１
人
千
円
の
予
算
が
あ

れ
ば
、
案
内
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
て
地
域
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

思
い
出
深
い
体
験
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え

ば
山
間
や
リ
ゾ
ー
ト
地
の
館
で

あ
れ
ば
星
空
体
験
や
野
生
動
物

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
連
れ
て
行
っ

て
も
良
い
。
天
体
望
遠
鏡
を
用

意
す
れ
ば
、
よ
り
個
性
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
現
状
支
出
し
て
い
る
料
理
原

価
、
諸
経
費
が
顧
客
満
足
度
の

向
上
に
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
で
活

用
さ
れ
て
い
る
か
総
点
検
し
て

み
よ
う
。
も
し
経
費
を
か
け
て

い
る
割
に
お
客
さ
ま
が
満
足
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
支
出
配
分
を
変
え
て
み
る
こ

と
を
お
す
す
め
す
る
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）
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四
万
十
市
で
開
か
れ
た
総
会

　
百
戦
錬
磨（
本
社
・
仙
台

市
）は
こ
の
ほ
ど
、民
泊
サ
イ

ト「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」を
全
面
刷
新
し
、地
方
の

ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
型
宿
泊
施

設
に
特
化
し
た
予
約
サ
イ
ト

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
農
泊
な
ど
を

多
く
掲
載
し
て
き
た
が
、
地

方
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
を

見
込
ん
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

「
知
ら
な
い
日
本
に
泊
ま
っ

て
み
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
漁
師
民
泊
、
寺
泊
、
陶

芸
家
泊
、
古
民
家
泊
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。

　
掲
載
施
設
の
例
は
、
陶
芸

体
験
や
窯
元
巡
り
が
で
き
る

「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
蔵
」

（
三
重
県
伊
賀
市
）
、
山
村

に
立
地
す
る
築
１
５
０
年
の

古
民
家
「
ほ
ろ
は
の
家
」

（
岩
手
県
一
関
市
）
、
２
０

２
０
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
〝
城
〟
に
泊
ま
る
「
平
戸

城
懐
柔
櫓
」
（
長
崎
県
平
戸

市
）
な
ど
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し

た
「
５
％
割
引
ク
ー
ポ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
実
施
中
。

　
観
光
庁
が
６
日
に
発
表
し

た
２
０
１
９
年
６
～
７
月
の

住
宅
宿
泊
事
業（
民
泊
事
業
）

の
宿
泊
実
績
は
、
延
べ
宿
泊

者
数
が
１
０
１
万
人
泊
で
、

前
期
（

年
４
～
５
月
）
比

８
・
３
％
増
と
な
っ
た
。
延

べ
宿
泊
者
数
の
上
位
の
都
道

府
県
は
東
京
都
、
北
海
道
、

大
阪
府
な
ど
。
届
け
出
住
宅

１
件
当
た
り
の
宿
泊
日
数

（
宿
泊
が
行
わ
れ
た
日
数
）

は
、
年
間
で
は
１
８
０
日
の

上
限
が
あ
る
が
、
６
～
７
月

の
２
カ
月
間
の
平
均
は

・

３
日
と
な
っ
た
。

　
住
宅
宿
泊
事
業
法
で
義
務

付
け
ら
れ
た
２
カ
月
ご
と
の

宿
泊
実
績
の
報
告
に
基
づ
く

集
計
。
６
～
７
月
分
の
集
計

は
２
日
時
点
で
、
報
告
件
数

は
１
万
５
４
６
３
件
（
報
告

率

・
９
％
）
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
届
け

出
住
宅
数
の
増
加
に
伴
っ
て

伸
び
て
い
る
。

年

～


月
に

万
９
千
人
泊
と
な

り
、
初
め
て

万
人
泊
を
突

破
し
た
後
も
増
加
傾
向
で
、


年
６
～
７
月
は
１
０
０
万

人
泊
を
超
え
た
。

　

年
６
～
７
月
の
延
べ
宿

泊
者
数
を
都
道
府
県
別
の
上

位
に
つ
い
て
見
る
と
、
①
東

京
都
（
前
期
比
１
・
２
％
減

の

万
人
泊
）
②
北
海
道

（
同

・
４
％
増
の

万
２

千
人
泊
）
③
大
阪
府
（
同
２

・
２
％
増
の

万
２
千
人

泊
）
④
沖
縄
県
（
同

・
７

％
増
の
５
万
人
泊
）
⑤
福
岡

県
（
同
９
・
０
％
減
の
３
万

９
千
人
泊
）
⑥
神
奈
川
県

（
同

・
９
％
増
の
３
万
３

千
人
泊
）
⑦
愛
知
県
（
同
７

・
５
％
増
の
２
万
９
千
人

泊
）
⑧
京
都
府
（
同

・
７

％
減
の
２
万
４
千
人
泊
）
⑨

千
葉
県
（
同

・
２
％
減
の

１
万
８
千
人
泊
）
⑩
広
島
県

（
同

・
８
％
減
の
１
万
人

泊
）
―
な
ど
だ
っ
た
。

　
一
方
で
宿
泊
者
数
（
実
宿

泊
者
数
）
は
、
前
期
比
４
・

５
％
増
の

万
人
で
、
内
訳

は
訪
日
客
が

万
９
千
人

（
構
成
比

・
９
％
）
、
国

内
客
が
８
万
１
千
人
（
同


・
１
％
）
。
訪
日
客
は
前
回

比
９
・
９
％
増
、
国
内
客
は

同

・
１
％
減
と
な
っ
た
。

　
訪
日
客
の
国
・
地
域
別
の

宿
泊
者
数
の
上
位
は
、
①
中

国
７
万
６
千
人
（
訪
日
客
に

占
め
る
構
成
比

・
１
％
）

②
韓
国
３
万
８
千
人
（
同


・
３
％
）
③
米
国
２
万
９
千

人
（
同

・
９
％
）
④
台
湾

２
万
４
千
人（
同
８
・
９
％
）

⑤
香
港
２
万
人
（
同
７
・
６

％
）
。
東
ア
ジ
ア
が

・
９

％
を
占
め
、
続
い
て
東
南
ア

ジ
ア
が

・
２
％
、
北
米
が


・
６
％
な
ど
。

　
届
け
出
住
宅
１
件
当
た
り

の
宿
泊
日
数
は
、
都
道
府
県

別
の
平
均
で
見
る
と
、
上
位

は
①
東
京
都

・
４
日
②
愛

知
県

・
９
日
③
兵
庫
県


・
３
日
④
北
海
道

・
２
日

⑤
大
阪
府

・
７
日
―
な
ど

だ
っ
た
。
　
　
【
向
野
悟
】

　
住
宅
宿
泊
事
業
法（
民
泊

新
法
）に
基
づ
く
全
国
の
届

け
出
住
宅
数
は
、観
光
庁
の

８
月

日
時
点
の
集
計
で
１

万
８
１
１
１
件
と
な
っ
た
。

１
カ
月
前
の
７
月

日
時
点

に
比
べ
て
７
６
８
件
の
増

加
。民
泊
事
務
を
取
り
扱
う

自
治
体
別
で
の
上
位
は
、大

阪
市
の
２
６
４
０
件
、札
幌

市
の
２
０
０
９
件
、新
宿
区

（
東
京
都
）の
１
１
８
８
件
な

ど
だ
っ
た
。

　
大
阪
市
、札
幌
市
、新
宿
区

に
続
い
て
届
け
出
住
宅
数
が

多
い
自
治
体
は
、④
福
岡
県

９
９
９
件
⑤
沖
縄
県
８
７
３

件
⑥
豊
島
区（
東
京
都
）８
３

２
件
⑦
渋
谷
区（
同
）６
７
７

件
⑧
京
都
市
６
１
４
件
⑨
台

東
区（
同
）６
１
３
件
⑩
北
海

道
５
２
０
件
―
な
ど
。

　
届
け
出
住
宅
数
は
、届
け

出
件
数
か
ら
事
業
廃
止
件
数

を
引
い
た
数
で
、８
月

日

時
点
の
届
け
出
件
数
の
累
計

は
１
万
９
４
３
６
件
、事
業

廃
止
件
数
は
１
３
２
５
件
と

な
っ
た
。

　
体
験
型
観
光
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
組
織

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
藤
澤
安
良
会

長
）の
第

回
総
会
が
７
日
、

高
知
県
四
万
十
市
で
開
か
れ

た
。
全
国
か
ら
約

人
が
参

加
し
た
。
「
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
来
年

３
月
に
長
野
県
南
信

州
で
開
催
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。

　
冒
頭
、四
万
十
市

の
中
平
正
宏
市
長
が

登
壇
し
、開
催
地
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。総
会
で
は
、

「
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

に
対
す
る
安
全
対

策
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
」な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
ほ
か
、新
た
な
加

盟
組
織
と
し
て
愛
媛

県
の
八
幡
浜
市
ふ
る
さ
と
観

光
公
社
の
入
会
が
承
認
さ
れ

た
。

　
２
０
１
９
年
度
の
第

回

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ

ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
南
信
州
・
長
野
」

の
開
催
概
要
も
発
表
さ
れ

た
。
長
野
県
南
信
州
は
、
第

１
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
地

で
今
回
が
２
回
目
の
開
催
と

な
る
。
日
程
は
来
年
３
月


～

日
の
３
日
間
。

日
が

体
験
ツ
ア
ー
、

日
が
全
体

フ
ォ
ー
ラ
ム
、

日
が
課
題

別
研
究
会
と
体
験
ツ
ア
ー
を

行
う
。
メ
イ
ン
会
場
は
飯
田

文
化
会
館
。

　

日
の
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
京
都
府
立
大
学
副
学

長
の
宗
田
好
史
氏
に
よ
る
基

調
講
演
を
予
定
。テ
ー
マ
は
、

「
南
信
州
地
域
観
光
の
未
来

を
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
の

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
学

ぶ
」
（
仮
題
）
。
併
せ
て
、

全
国
の
先
進
的
な
地
域
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
う
。
受
け
入
れ
は
主
に
、

飯
田
市
の
南
信
州
観
光
公
社

が
担
い
、
県
内
外
か
ら
約
１

２
０
０
人
の
来
場
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
総
会
で
は
、
次
回
の
全
国

ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
総
会
の
開
催
概
要
も
報
告

さ
れ
た
。
場
所
は
福
島
県
の

南
会
津
町
で

月
３
日
の
開

催
。
総
会
と
併
せ
て
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
、
尾
瀬

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
を
行

う
。
受
け
入
れ
は
南
会
津
農

村
生
活
体
験
推
進
協
議
会
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
と
共
同

で
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ

ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
」

の
公
募
を
開
始
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
と
結
び
付
い
た

観
光
の
推
進
に
寄
与
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
募

集
し
、
有
識
者
の
審
査
な
ど

を
経
て
選
定
、
表
彰
す
る
。

応
募
は

月

日
ま
で
。

　
ア
ワ
ー
ド
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
」

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

賞
」「
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
」

で
構
成
す
る
。

　
応
募
の
主
体
は
、
原
則
と

し
て
自
治
体
、
団
体
、
旅
行

会
社
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
協

議
体
。

　
表
彰
の
対
象
は
次
の
全
て

の
要
件
を
満
た
す
取
り
組
み

や
イ
ベ
ン
ト
。
①
「
ス
ポ
ー

ツ
」
と
「
文
化
資
源
」
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方

と
結
び
付
い
た
「
観
光
」
に

資
す
る
取
り
組
み
②
国
内
外

の
旅
行
者
の
増
加
、
長
期
滞

在
を
促
す
仕
組
み
や
地
域
へ

の
経
済
効
果
波
及
に
つ
な
が

る
工
夫
が
あ
る
こ
と
③
地
域

の
活
力
の
着
実
な
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
④
過
去
１
回
以

上
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
応
募
を
期
待
す
る
取
り
組

み
や
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文

化
鑑
賞
を
体
験
で
き
る
長
期

滞
在
型
レ
ジ
ャ
ー
、
世
界
文

化
・
自
然
遺
産
の
中
で
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
伝
統
文
化
を

取
り
入
れ
た
踊
り
の
体
験
な

ど
。

　
応
募
要
領
は
観
光
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。




